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一
九
五
六
年
、
米
軍
占
領
下
に
あ
っ
た
沖
縄
で
は
、
プ
ラ
イ
ス
勧
告
の
発
表
を
契
機
に
、
土
地
闘
争
が
全
島
に
広
が
っ
た
。
プ
ラ
イ
ス
勧
告
で
は
、
沖
縄
側
が
打
ち
出
し
て
い
た
地
代
の
一
括
払
い
反
対
、
適
正
保
障
、
損
害
賠
償
、
新
規
接
収
反
対
の
四
原
則
が
否
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
琉
球
立
法
院
議
員
は
総
辞
職
の
構
え
を
み
せ
て抵抗し、多くの市町村で集会が開かれ反対決議があげられた。後に「島ぐるみ闘争」と呼ばれるこ
の
広
範
な
土
地
闘
争
は
、
約
一
○
年
に
わ
た
る
米
軍
支
配
に
対
し
て
沖
縄
住
民
が
初
め
て
明
確
な
反
対
姿
勢
を
と
っ
た
（１） 
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
「
沖
縄
軍
用
地
問
題
」
に
対
す
る
本
土
側
の
反
響
の
考
察
は
じ
め
に
ｌ
日
本
社
会
と
「
沖
縄
問
題
」
の
出
会
い
／
出
会
い
損
な
い
Ｉ
小
野
百
合
子
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ま
た
、
こ
の
闘
争
は
、
米
軍
統
治
下
に
あ
っ
た
沖
縄
の
問
題
が
戦
後
初
め
て
本
土
に
も
ち
こ
ま
れ
た
と
い
う
意
味
で
も
画
期
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
本
土
の
世
論
は
沖
縄
軍
用
地
問
題
に
対
し
て
大
き
な
関
心
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
反
響
の
大
き
さ
は
、
講
和
条
約
第
三
条
に
よ
っ
て
沖
縄
が
分
離
さ
れ
た
と
き
、
ま
た
安
保
闘
争
に
お
け
る
沖
縄
問
題
の
不
在
と
比
較
し
た
と
き
、
際
立
っ
た
位
置
を
占
め
て
い
る
。
な
ぜ
軍
用
地
問
題
に
対
し
て
、
本
土
側
は
敏
感
な
反
応
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
課
題
は
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
に
対
し
て
本
土
側
で
巻
き
起
こ
っ
た
反
響
の
要
（１】）
因
と
、
そ
の
内
実
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
島
ぐ
る
み
闘
争
は
、
主
に
沖
縄
戦
後
史
研
究
、
日
米
（
沖
）
関
係
史
研
究
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
沖
縄
戦
後
史
研
究
の
噴
矢
で
あ
る
中
野
好
夫
・
新
崎
盛
暉
『
沖
縄
戦
後
史
』
は
、
島
ぐ
る
み
闘
争
を
、
そ
れ
ま
で
の
一
（３） 
○
年
に
わ
た
る
米
軍
支
配
に
対
し
て
住
民
が
初
め
て
反
対
闘
争
に
立
ち
上
が
っ
た
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
｝
ま
た
、
日
米
関
係
史
研
究
で
は
、
宮
里
政
玄
が
、
島
ぐ
る
み
闘
争
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
米
軍
の
そ
の
後
の
沖
縄
統
治
を
よ
り
柔
（４） 
軟
な
も
の
に
転
換
さ
せ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
沖
縄
戦
後
史
に
お
け
る
島
ぐ
る
み
闘
争
の
一
息
義
は
、
米
軍
支
配
に
対
し
て
沖
縄
住
民
が
初
め
て
明
確
な
抵
抗
運
動
を
展
開
し
た
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
対
沖
縄
統
治
政
策
に
一
定
の
転
換
を
迫
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
え
る
。
同
時
に
、
沖
縄
の
土
地
闘
争
は
、
本
土
で
も
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
政
治
問
題
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
米
政
府
の
対
沖
縄
政
策
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
た
。
日
本
政
府
の
対
沖
縄
政
策
を
日
米
関
係
の
文
脈
で
論
じ
た
河
野
康
子
は
、
軍
用
地
問
題
の
争
点
化
と
、
こ
れ
に
対
す
る
日
本
社
会
の
関
心
が
、
日
米
両
政
府
に
も
た
ら
し
た
影
響
と
し
て
次
の
点
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ま
ず
、
軍
用
地
問
題
を
契
機
に
、
そ
れ
ま
で
日
米
首
脳
お
よ
び
外
務
省
を
中
心
と
し
た
外
交
交
渉
に
限
定
さ
れ
て
い
た
沖
縄
問
題
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
が
拡
大
し
、
野
党
を
含
む
政
党
お
よ
び
外
務
省
以
外
の
諸
官
庁
が
参
与
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
沖
縄
問
題
は
単
な
る
外
交
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
国
内
政
治
的
に
も
意
味
の
あ
る
争
点
と
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
沖
縄
の
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
本
土
側
の
反
響
が
米
駐
日
大
使
館
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
本
国
へ
報
告
さ
れ
た
こ
と
で
、
沖
縄
問
題
に
日
本
政
府
の
関
与
を
認
め
な
い
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
従
来
の
方
針
に
も
変
化
が
も
た
を
指
摘
し
て
い
る
。
つり〉
らされた。
こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
は
、
現
地
で
の
広
範
な
反
対
運
動
に
加
え
、
日
本
本
土
の
世
論
の
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
で
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
た
と
い
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
本
土
側
の
反
響
に
つ
い
て
は
主
た
る
考
察
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
沖
縄
の
土
地
闘
争
は
、
一
九
五
○
年
代
の
平
和
運
動
や
基
地
闘
争
の
盛
り
上
が
り
を
扱
う
文
脈
で
（６） 
しばしば一一一一巨及されてきたが、そこでは本土における一連の基地闘争の一角に位置づけられている。し
か
し
、
こ
う
し
た
枠
組
み
で
は
、
沖
縄
側
の
動
き
が
叙
述
の
中
心
を
占
め
、
こ
れ
に
対
す
る
本
土
側
の
関
心
の
高
さ
は
自
明
な
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
本
土
側
の
反
響
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
実
の
も
の
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
沖
縄
の
土
地
闘
争
を
本
土
の
基
地
闘
争
の
一
角
と
と
ら
え
る
枠
組
み
で
は
、
両
運
動
の
共
時
性
・
共
通
性
が
強
調
さ
れ
る
た
め
、
本
土
と
沖
縄
の
米
軍
基
地
お
よ
び
基
地
闘
争
を
規
定
す
る
情
勢
の
違
い
に
十
分
な
注
意
が
払
わ
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れ
な
い
。
一
九
五
○
年
代
後
半
以
降
の
本
土
に
お
け
る
基
地
闘
争
の
収
束
と
、
こ
れ
に
反
比
例
し
て
沖
縄
に
基
地
が
集
中
し
て
い
く
過
程
、
お
よ
び
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
を
契
機
に
沖
縄
問
題
が
本
土
で
政
治
問
題
化
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
安
保
闘
争
に
お
い
て
沖
縄
問
題
が
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
と
き
、
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
本
土
側
の
反
響の要因とその性格は、重要な考察対象とされるべきだろう。
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
た
ち
、
本
稿
で
は
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
に
対
し
て
巻
き
起
こ
っ
た
本
土
側
の
反
響
を
次
の
四
（７） 
っ
の
視
角
か
ら
考
察
す
る
。
ま
ず
、
第
一
節
で
は
、
新
聞
の
社
説
を
主
た
る
素
材
と
し
て
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
が
本
土
で
初
め
て
政
治
問
題
に
押
し
上
げ
ら
れ
た
背
景
を
、
選
挙
戦
と
の
関
連
で
考
察
す
る
。
第
二
節
で
は
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
の
解
決
を
求
め
る
動
き
が
、
国
政
・
中
央
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
各
地
で
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
の
問
題
の
影
響
を
地
域
の
レ
ベ
ル
で
検
討
す
る
。
第
三
節
で
は
、
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
世
論
を
検
討
し
、
そ
の
共
感
・
同
情
の
基
盤
を
分
析
す
る
。
最
後
に
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
が
本
土
の
平
和
運
動
に
与
え
た
影
響
を
、
そ
の
後
の
本
土
に
お
け
る
沖
縄
問
題
へ
の
関
心
の
衰
退
、
お
よ
び
安
保
闘
争
に
お
け
る
沖
縄
問
題
の
不
在
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
考
察
す
る
。
沖
縄
の
軍
用
地
問
題
は
、
当
初
、
沖
縄
現
地
で
の
米
民
政
府
へ
の
要
請
、
ア
メ
リ
カ
本
国
へ
の
代
表
団
派
遣
と
調
査
１
．
沖
縄
軍
用
地
問
題
の
政
治
問
題
化
ｌ
参
議
院
選
挙
と
沖
縄
軍
用
地
問
題
（
１
）
選
挙
戦
に
お
け
る
沖
縄
軍
用
地
問
題
の
争
点
化
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団
派
遣
の
要
請
、
プ
ラ
イ
ス
調
査
団
の
来
沖
と
い
う
よ
う
に
沖
・
米
間
で
展
開
し
て
い
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
ス
勧
告
が
沖
縄
側
の
要
求
を
何
ら
汲
ん
で
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
に
及
ん
で
、
沖
縄
現
地
の
運
動
主
体
で
あ
る
四
者
協
（８） 
（９） 
議
会
は
、
日
本
政
府
に
対
米
折
衝
を
要
請
す
る
手
段
に
訴
え
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
は
、
。
フ
ラ
イ
ス
勧
告
の
阻
止
を
、
日
本
政
府
へ
の
対
米
折
衝
の
要
請
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
す
る
方
針
に
よ
っ
て
日
本
本
土
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
一
九
五
六
年
六
月
二
七
日
、
沖
縄
か
ら
の
代
表
団
が
羽
田
空
港
に
到
着
し
、
各
紙
は
こ
れ
を
写
真
入
り
で
大
き
く
報
じ
た
が
、
こ
の
と
き
、
本
土
は
七
月
八
日
に
投
票
を
控
え
た
選
挙
戦
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
を
本
土
に
お
い
て
政
治
課
題
に
浮
上
さ
せ
た
第
一
の
要
因
と
な
っ
た
。
こ
の
選
挙
は
、
前
年
の
左
右
社
会
党
の
統
一
、
そ
れ
に
危
機
感
を
抱
い
た
保
守
合
同
（
自
由
民
主
党
結
成
）
な
ど
、
五
五
年
体
制
と
い
わ
れ
る
政
治
配
置
が
形
成
さ
れ
て
初
め
て
の
国
政
選
挙
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
憲
法
改
正
を
声
高
に叫び始めた鳩山一郎内閣に対し、革新勢力が一一一分の一以上の議席を確保し、これを阻止できるかど
う
か
が
焦
点
と
な
っ
て
い
た
。
沖
縄
の
軍
用
地
問
題
は
、
保
革
が
し
の
ぎ
を
け
ず
っ
て
い
た
選
挙
戦
の
終
盤
に
、
突
如
、
降
っ
て
わ
い
た
問
題
だ
っ
た
。
「
沖
縄
問
題
で
戦
線
異
状
／
終
盤
戦
に
入
る
参
院
選
挙
」
と
各
紙
が
報
じ
た
よ
う
に
、
各
陣
営
が
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
か
が
選
挙
結
果
に
影
響
を
与
え
る
政
治
的
な
争
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
沖
縄
軍
用
地
問
題
に
対
し
、
外
務
省
を
中
心
と
し
て
政
府
は
、
当
初
、
明
確
な
対
応
策
を
打
ち
だ
す
の
を
避
け
て
い
た
。
六
月
一
九
日
、
政
府
は
閣
議
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
、
重
光
葵
外
相
は
、
沖
縄
住
民
の
要
望
を
米
側
に
十
分
了
解
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
し
つ
つ
、
沖
縄
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
統
治
権
は
講
和
条
約
で
日
本
も
認
め
て
い
る
の
で
、
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こ
れ
を
尊
重
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
た
。
こ
う
し
た
態
度
に
対
し
、
新
聞
紙
面
に
は
批
判
が
噴
出
し
た
。
各
紙
の
社
説
は
、
「
政
府
は
米
国
と
直
接
交
渉
せ
よ
」
（
『
朝
日
新
聞
』
六
月
二
九
日
）
、
「
政
府
は
沖
縄
を
米
国
に
理
解
さ
せ
よ
」
（
『
毎
日
新
聞
』
七
月
四
日
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
方
紙
に
お
い
て
も
「
沖
縄
問
題
に
強
硬
た
れ
」
弓
北
国新聞』六月一九日）、「強い世論を背景に折衝せよ」（『信濃毎日新聞』六月二七日）、「沖縄問題に政
府は決意を」（『大分合同新聞』六月一一九日）、「緑の闘争と弱腰の政府」（「東奥日報』七月二日）など、
日
本
政
府
が
強
力
に
対
米
折
衝
に
あ
た
る
よ
う
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
沖
縄
の
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
日
本
政
府
の
消
極
性
が
批
判
の
的
と
な
る
な
か
、
革
新
陣
営
に
と
っ
て
沖
縄
軍
用
地
問
題
は
格
好
の
攻
勢
材
料
と
な
っ
た
。
日
本
社
会
党
は
、
六
月
二
一
一
日
の
在
京
幹
部
会
で
、
鈴
木
茂
一
一
一
郎
委
員
長
の
書
簡
を
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
に
送
る
こ
と
、
沖
縄
に
調
査
団
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
、
同
月
二
五
日
の
在
京
中
央
執
行
委
員
会
で
は
、
国
連
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
グ
ル
ー
プ
に
呼
び
か
け
安
全
保
障
理
事
会
に
問
題
を
提
起
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
、
「
沖
縄
島
民
の
運
動
を
全
国
的
に
支
持
し
日
本
復
帰
一
大
国
民
運
動
を
展
開
す
る
」
な
ど
の
党
の
方
針
を
決
定
し
て
い
た
。
「
キ
メ
手
に
沖
縄
問
題
／
ね
ら
う
中
小
企
業
、
農
漁
民
票
」
（
『
富
山
新
聞
』
七
月
二
日
）
、
「
革
新
攻
勢
の
的
、
沖
縄
問
題
」
Ｓ
北
国
新
聞
』
七
月
七
日
夕
刊
）
、
と
い
っ
た
各
紙
記
事
は
選
挙
戦
終
盤
に
革
新
陣
営
が
沖
縄
問
題
で
攻
勢
を
か
け
る
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
一
方
、
強
い
世
論
に
押
さ
れ
た
自
民
党
は
、
六
月
二
六
日
の
総
務
会
で
、
沖
縄
住
民
の
要
望
を
支
持
し
、
ア
メ
リ
カ
側
に
こ
れ
を
認
識
さ
せ
る
よ
う
政
府
を
督
励
す
る
と
し
て
、
沖
縄
特
別
委
員
会
の
設
置
を
決
め
た
。
し
か
し
、
「
出
席
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の
悪
い
沖
縄
特
別
委
」
（
『
四
国
新
聞
』
六
月
二
八
日
）
、
「
熱
の
入
ら
ぬ
自
民
党
沖
縄
特
別
委
」
（
『
愛
媛
新
聞
』
同
日
）
な
ど
、
問
題
解
決
の
た
め
の
有
効
な
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
な
い
と
み
ら
れ
た
。
七
月
二
日
付
『
日
本
海
新
聞
』
「
世
論
と
の
間
に
ズ
レ
／
沖
縄
問
題
と
自
民
党
の
態
度
」
は
、
特
別
委
員
会
の
設
置
以
上
の
具
体
策
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
「
こ
の
問
題
に
対
す
る
腹
は
全
く
決
っ
て
い
な
い
」
と
自
民
党
の
対
応
を
批
判
し
、
「
党
全
体
と
し
て
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
取
上
げ
る
気
迫
は
薄
」
く
、
「
党
独
自
の
対
米
折
衝
の
基
本
的
態
度
な
ど
と
て
も
打
出
せ
そ
う
に
な
い
」
と
述
べ
て
沖
縄
問
題
の
争
点
化
が
選
挙
戦
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
七
月
二
日
付
『
愛
媛
新
聞
』
の
記
者
座
談
会
「
参
院
選
挙
を
現
地
に
見
る
」
で
な
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
いる。Ｂ》自民党候補は政府を抱えているためか、うっかりしたこともいえず、沖縄問題には本当に悲鳴をあげて
い
る
ョ
。
と
ん
で
も
な
い
時
期
に
飛
び
出
し
て
き
た
と
ネ
。
（
略
）
Ｋ
》
共
産
党
も
最
初
は
憲
法
改
悪
と
再
軍
備
反
対
で
や
っ
て
い
た
が
、
沖
縄
問
題
が
持
上
っ
た
ら
さ
っ
と
転
向
し
て
基
地
反
対
Ｈ
》
社
会
党
候
補
は
一
斉
に
軍
事
基
地
反
対
に
結
び
つ
け
て
世
論
を
あ
お
り
安
保
条
約
、
行
政
協
定
の
改
定
な
ど
盛
ん
に
や
つ
Ｇ
》
中
盤
か
ら
終
盤
の
追
い
込
み
の
一
番
大
事
な
時
期
に
ま
る
で
タ
ナ
ボ
タ
式
に
沖
縄
問
題
が
起
き
た
の
で
革
新
派
は
喜
ん
で
ている。
いるネ。
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沖
縄
の
軍
用
地
問
題
が
本
土
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
が
選
挙
戦
の
最
中
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
日
本
政
府
の
強
硬
な
対
米
交
渉
を
要
求
す
る
世
論
の
存
在
が
、
本
土
に
お
い
て
沖
縄
軍
用
地
問
題
を
急
速
に
政
治
課
題
に
押
し
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
選
挙
を
間
近
に
控
え
た
時
期
に
沖
縄
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
世
論
が
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
向
け
て
超
党
派
の
動
き
を
促
す
こ
と
と
な
っ
た
。
沖
縄
か
ら
の
代
表
団
が
上
京
す
る
前
日
（
六
月
二
六
日
）
、
社
会
党
代
表
は
自
民
党
の
岸
信
介
幹
事
長
と
会
見
し
、
沖
縄
問
題
解
決
の
た
め
与
野
党
一
体
と
な
っ
て
対
策
を
検
討
し
た
い
旨
を
申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
岸
も
同
意
し
、
六
月
三
○
日
、
第
一
回
の
自
社
両
党
合
同
協
議
会
が
開
か
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
四
原
則
貫
徹
と
沖
縄
の
施
政
権
返
還
の
原
則
が
確
認
さ
れ
、
早
急
に
現
地
に
議
員
団
を
派
遣
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
社
会
党
が
ア
メ
リ
カ
に
国
会
代
表
を
送
る
よ
う
主
張
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
自
民
党
は
消
極
的
で
あ
り
、
社
会
党
が
発
案
し
た
国
民
大
会
に
も
、
こ
の
時
点
で
は
自
民
党
は
国
民
大
会
の
主
催
団
体
と
は
な
ら
ず
、
代
と
反
米
思
想
を
た
き
付
け
、
そ
れ
か
ら
再
軍
備
反
対
と
不
平
等
条
約
の
改
正
を
ま
く
し
立
て
て
い
る
。
ま
さ
に
タ
ナ
ボ
タ
以上の好材料が革新派にころげ込んだわけだ。
Ｃ
》
自
民
党
は
困
っ
て
い
る
よ
。
相
手
が
米
国
と
来
て
い
る
か
ら
ネ
。
（
２
）
超
党
派
の
国
民
大
会
の
開
催
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表
挨
拶
の
み
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
に
つ
い
て
の
世
論
が
高
ま
る
な
か
、
こ
う
し
た
消
極
的
態
度
が
選
挙
結
果
に
悪
影
響
を
及ぼすことを懸念した自民党は、第二回合同協議会（七月一一一日）で、日本共産党が主催者団体になら
な
い
こ
と
、
赤
旗
を
持
ち
込
む
な
ど
し
て
階
級
闘
争
大
会
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
し
な
い
こ
と
、
沖
縄
の
施
政
権
回
復
と
四
原
則
の
貫
徹
は
基
地
反
対
闘
争
で
は
な
い
こ
と
、
の
一
一
一
点
を
条
件
に
国
民
大
会
へ
の
参
加
を
決
め
た
。
七
月
三
日
付
『
高
知
新
聞
』
「
票
ほ
し
さ
？
に
『
大
会
』
参
加
／
自
民
党
、
米
国
へ
の
気
兼
ね
ふ
り
す
て
」
は
、
こ
う
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
「
自
民
と
し
て
は
で
き
る
こ
と
な
ら
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
に
タ
テ
つ
く
よ
う
な
大
会
に
加
わ
り
た
く
な
い
の
が
本
音
だ
が
、
党
内
に
も
選
挙
中
に
こ
の
よ
う
な
国
民
的
な
集
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
の
は
ま
ず
い
と
い
う
声
も
あ
っ
て
、
日
共
ボ
イ
コ
ッ
ト
で
や
っ
と
参
加
と
な
っ
た
わ
け
」
と
評
し
て
い
る
。
自
民
党
の
参
加
に
よ
っ
て
超
党
派
の
国
民
大
会
が
可
能
と
な
っ
た
反
面
、
国
民
大
会
を
発
案
し
た
社
会
党
に
と
っ
て
は
、
当
初
想
定
し
て
い
た
大
会
の
性
格
か
ら
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
社
会
党
は
、
既
設
の
軍
事
基
地
特
別
委
員
会
を
中
心
に
対
応
し
た
よ
う
に
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
を
基
地
闘
争
の
枠
組
み
で
と
ら
え
て
お
り
、
国
民
大
会
を
発
案
し
た
当
初
は
、
「
沖
縄
永
久
軍
事
基
地
化
反
対
国
民
大
会
」
と
い
う
大
会
名
称
を
考
え
て
い
た
（
『
南
日
本
新
聞
』
六
月
二
六
日
）
。
し
か
し
、
自
民
党
が
国
民
大
会
を
基
地
反
対
闘
争
に
し
な
い
こ
と
な
ど
を
参
加
の
条
件
と
し
た
こ
と
で
、
基
地
反
対
闘
争
と
し
て
の
国
民
大
会
の
性
格
は
薄
め
ら
れ
、
大
会
名
称
も
「
沖
縄
問
題
解
決
国
民
総
決
起
大
会
」
と
い
う
明
確
さ
を
欠
く
折
衷
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
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同
国
民
大
会
は
、
七
月
四
日
、
自
社
両
党
、
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
、
全
国
労
働
組
合
同
盟
、
全
日
本
学
生
自
治
会
総
連
合
、
日
本
建
青
会
な
ど
数
十
団
体
の
主
催
で
開
か
れ
、
約
一
万
二
千
人
が
参
加
し
た
。
憲
法
改
正
や
基
地
問
題
を
め
ぐ
る
保
革
の
対
立
が
激
化
し
て
い
た
時
期
に
、
こ
う
し
た
超
党
派
の
国
民
大
会
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
選
挙
を
控
え
た
時
期
に
世
論
が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
た
め
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
本
来
、
政
治
的
立
場
を
異
に
す
る
団
体
の
足
並
み
は
す
ぐ
に
乱
れ
る
こ
と
と
な
る
。
国
民
大
会
の
の
ち
、
大
会
実
行
委
員
会
を
沖
縄
問
題
解
決
協
議
体
へ
発
展
的
に
解
消
さ
せ
る
意
見
が
出
て
い
た
も
の
（川）
の、自民党の参加をめぐって一八月に入ってもまとまりをみなかった。八月一一一一一日、ようやく「沖縄問
題
解
決
促
進
国
民
連
絡
会
」
（
沖
縄
連
）
の
結
成
を
み
る
が
、
自
民
党
は
こ
れ
と
は
別
に
「
南
方
同
胞
援
護
会
」
を
設
立
、
ま
た
沖
縄
連
に
は
共
産
党
の
参
加
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
も
な
く
し
て
活
動
停
止
状
態
に
陥
っ
た
。
沖
縄
問
題
に
つ
い
て
実
際
に
ど
の
よ
う
な
道
筋
で
行
動
を
起
こ
す
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
各
団
体
の
姿
勢
は
異
な
っ
て
お
り
、
超
党
派
的
な
性
格
は
一
時
的
な
も
の
に
終
わ
っ
た
。
沖
縄
軍
用
地
問
題
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
は
、
こ
の
問
題
の
解
決
を
要
求
す
る
大
会
が
、
東
京
、
大
阪
と
い
っ
た
２
．
沖
縄
軍
用
地
問
題
の
地
域
に
お
け
る
影
響
（
１
）
沖
縄
軍
用
地
問
題
の
解
決
を
求
め
る
地
方
大
会
の
開
催
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｜静岡（七／一一一）
７
 
｜千葉（七／五）
主
要
都
市
の
み
な
ら
ず
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
多
数
開
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
筆
者
が
開
催
を
確
（Ⅲ） 
認
し
て
い
る
地
方
大
会
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
｝
」
｝
」
で
は
大
会
名
称
に
着
目
し
て
列
挙
し
て
い
る
。
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秋
躬
（
七
／
’
四
）
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一
鳥
取
（
七
／
二
大
会
名
称
も
、
主
催
団
体
の
種
別
に
応
じ
た
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
沖
縄
出
身
者
の
組
織
が
主
導
し
た
大
阪
、
宮
崎
、
神
奈
川
、
鹿
児
島
な
ど
で
は
、
「
土
地
取
上
げ
反
対
」
、
「
プ
ラ
イ
ス
勧
告
反
対
」
が
大
会
名
称
に
掲
げ
ら
れ
、
沖
縄
住
民
の
生
活
擁
護
の
立
場
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
組
合
や
民
主
団
体
な
ど
が
担
い
手
と
な
っ
た
地
域では、長野、鳥取で「沖縄返還運動」、愛媛で「沖縄基地化反対、日本復帰促進」と、「沖縄返還」・「日
本
復
帰
」
を
大
会
名
に
冠
し
て
い
る
点
が
着
目
さ
れ
る
。
最
も
多
い
の
は
、
中
央
集
会
と
同
様
の
「
沖
縄
問
題
解
決
促
進
」
で
あ
る
が
、
中
央
集
会
が
大
会
名
称
を
め
ぐ
る
意
見
の
相
違
を
経
て
「
沖
縄
問
題
解
決
促
進
」
に
落
ち
着
い
た
よ
別される。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
都
道
府
県
で
開
か
れ
た
地
方
大
会
は
、
い
く
つ
か
の
種
別
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
主
催
団
体
は
、
沖
縄
出
身
者
の
組
織
の
主
催
・
主
導
で
行
わ
れ
る
も
の
（
熊
本
、
大
阪
、
神
奈
川
、
宮
崎
、
鹿
児
島
）
、
地
域
の
労
働
組
合
、
民
主
団
体
、
青
年
団
体
な
ど
の
主
催
で
行
わ
れ
る
も
の
（
長
野
、
鳥
取
、
香
川
、
愛
媛
、
広
島
）
に
大
｢沖縄軍用地問題」に対する本土側の反響の考察2９ 
愛媛（七／四） 長野（七／六） 鳥取（七／二
沖縄基地化反対、日本復帰促進県民大会 沖縄返還国民運動長野県協議会結成大会 沖縄返還国民運動県民大会
県青連、新居浜連青、新居浜地区共闘会議など主催、組合員、青年団員、｜般市民らが参加 沖縄復帰促進協議会、県連青、県連婦、県評、県農民団体会議、県憲法擁護連合、高教組、県教組、各団体代表、一般市民などが参加 民主一一団体の共催
『愛媛新聞』七月五日 『信濃毎日新聞』七月七日 『日本海新聞』七月三日
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（皿）
う
に
、
「
沖
縄
問
題
解
決
（
促
進
）
」
と
い
う
名
称
が
、
沖
縄
の
土
地
闘
争
を
反
米
闘
争
や
基
地
闘
争
Ｌ
」
結
び
つ
け
た
く
な
い
保
守
側
も
含
め
て
妥
結
で
き
る
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
沖
縄
関
係
団
体
で
は
な
く
、
各
地
域
の
労
働
組
合
、
民
主
団
体
、
青
年
団
体
、
婦
人
団
体
な
ど
によって大会が開催されている地域が複数存在することである。たとえば、「沖縄返還国民運動長野
県
協
議
会
」
は
、
青
年
団
、
婦
人
団
体
、
総
評
、
農
民
団
体
、
平
和
団
体
、
教
職
員
組
合
な
ど
か
ら
な
り
、
鳥
取
で
の
大
会
を
担
っ
た
「
沖
縄
返
還
国
民
運
動
鳥
取
県
協
議
会
一
は
、
「
県
労
協
、
日
農
県
連
、
部
落
解
放
県
連
、
護
憲
連
合
、
仏
教
青
年
連
盟
、
鳥
大
、
高
校
自
治
会
な
ど
」
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
（
『
日
本
海
新
聞
』
六
月
二
六
日
）
。
ま
た
、
愛
媛
の
大
会
は
、
青
年
団
、
総
評
、
教
職
員
組
合
、
婦
人
団
体
ら
数
団
体
が
主
催
し
（
『
愛
媛
新
聞
』
七
月
五
日
、
お
よ
び
『
総
評
』
第
一
一
一
○
五
号
）
、
香
川
で
は
労
働
組
合
、
青
年
団
、
香
川
大
学
、
キ
リ
ス
ト
教
団
体
、
各
政
党
の
共
催
で
開かれている（『四国新聞』七月六日）。
さ
ら
に
、
大
会
開
催
を
担
っ
た
団
体
は
協
議
会
を
結
成
し
、
大
会
後
に
も
沖
縄
問
題
に
対
す
る
運
動
を
持
続
さ
せ
て
いる。前出の「沖縄返還国民運動長野県協議会」、「沖縄返還国民運動鳥取県協議会」のほか、千葉では、
県
大
会
に
出
席
の
各
派
各
界
代
表
を
準
備
委
員
と
し
て
「
沖
縄
問
題
解
決
促
進
県
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
（
『
千
葉
新
聞
』
七
月
六
日
）
、
和
歌
山
で
も
県
民
大
会
実
行
委
員
会
の
申
し
合
わ
せ
に
も
と
づ
い
て
「
沖
縄
問
題
解
決
促
進
和
歌
山
県
協
議
会
」
の
結
成
を
み
（
『
総
評
』
第
三
○
五
号
）
、
高
知
で
は
県
下
の
革
新
陣
営
が
「
沖
縄
土
地
取
上
げ
反
対
闘
争
支
（旧）
援
県
協
議
会
」
を
結
成
し
た
（
『
高
知
新
聞
」
六
月
一
一
五
日
）
。
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こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
出
身
者
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
な
い
地
域
に
お
い
て
も
、
青
年
団
や
婦
人
団
体
、
労
働
組
合
や
民
主
団
体
の
手
に
よ
っ
て
大
会
が
開
催
さ
れ
、
沖
縄
問
題
に
取
り
組
む
組
織
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
が
本
土
に
与
え
た
重
要
な
影
響
の
一
つ
だ
と
い
え
る
。
軍
用
地
問
題
は
、
地
域
レ
ベ
ル
で
沖
縄
問
題
が
認
識
さ
れ
、
こ
れ
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
る
端
緒
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
沖
縄
軍
用
地
問
題
の
地
域
レ
ベ
ル
の
影
響
と
し
て
い
ま
ひ
と
つ
指
摘
で
き
る
点
は
、
本
土
に
お
け
る
沖
縄
出
身
者
の
組
織
の
活
発
化
と
、
沖
縄
出
身
者
の
存
在
が
可
視
化
さ
れ
る
契
機
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
前
か
ら
沖
縄
出
身
者
が
集
住
し
て
い
た
大
阪
で
は
、
在
阪
の
沖
縄
出
身
者
が
集
ま
っ
て
「
沖
縄
土
地
問
題
解
決
促
進
委
員
会
」
を
結
成
し
、
七
月
一
日
の
「
沖
縄
土
地
取
上
げ
反
対
国
民
大
会
」
を
主
催
し
た
が
、
そ
の
後
、
プ
ラ
イ
ス
〈川）
勧
生
ロ
反
対
の
一
連
の
動
き
を
受
け
て
「
沖
縄
日
本
復
帰
運
動
大
阪
連
絡
協
議
会
」
が
発
足
し
た
。
同
協
議
会
は
、
東
京
（旧）
に
お
け
る
運
動
が
下
火
に
な
っ
た
後
も
超
党
派
的
な
活
動
一
と
続
け
て
い
る
点
で
注
目
に
値
す
る
。
九
州
で
は
、
軍
用
地
問
題
を
契
機
に
、
新
た
に
県
人
会
組
織
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
大
分
県
で
は
県
在
住
沖
縄
出
身
者
が
集
ま
っ
て
討
議
し
た
結
果
、
「
実
情
を
県
民
に
訴
え
、
国
民
運
動
に
盛
上
げ
る
た
め
」
、
沖
縄
県
人
会
（燗）
の
結
成
、
九
州
の
沖
縄
留
学
生
の
組
織
の
結
成
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
（
『
大
分
合
同
新
聞
』
七
月
一
一
日
）
。
ま
た
、
す
で
に
「
う
る
ま
会
」
と
い
う
沖
縄
出
身
者
の
組
織
が
存
在
し
た
鹿
児
島
で
は
、
大
会
開
催
を
契
機
に
県
下
の
各
団
体
に
呼
（
２
）
沖
縄
出
身
者
の
組
織
の
活
性
化
と
沖
縄
出
身
者
の
声
の
可
視
化
｢沖縄軍用地問題」に対する本土側の反響の考察3３１ 
Hosei University Repository
びかけて「沖縄土地問題解決促進委員会」が結成され、「幅広い県民運動に乗出す」こととなった（『朝
日
新
聞
鹿
児
島
版
』
七
月
四
日
）
。
関
東
圏
で
沖
縄
出
身
者
が
多
く
住
む
神
奈
川
に
は
、
鶴
見
、
湘
南
、
川
崎
、
横
浜
な
ど
に
県
人
会
組
織
が
存
在
し
て
いたが、六月二八日、神奈川沖縄県人会主催の「プライス勧告反対神奈川県民総決起大会」が開かれた。
「
沖
縄
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
県
下
在
住
沖
縄
出
身
者
の
怒
り
は
つ
い
に
爆
発
」
、
「
定
刻
か
ら
貸
し
切
り
バ
ス
や
ト
ラ
ックで県下一円からはせつけた沖縄出身者の表情は真剣そのものだった」（『神奈川新聞』六月二九日）
と
報
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
大
会
に
は
県
下
の
沖
縄
出
身
者
が
集
結
し
た
。
ま
た
、
川
崎
沖
縄
県
人
会
は
、
「
自
民
、
社
会
、
婦
連
、
文
化
協
会
、
商
議
所
、
全
労
、
川
労
協
」
と
と
も
に
「
沖
縄
問
題
解
決
促
進
川
崎
市
民
大
会
実
行
委
員
会
」
を
結
成
し
て
「
沖
縄
問
題
解
決
促
進
川
崎
市
民
大
会
」
を
準
備
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に
戦
前
か
ら
あ
っ
た
組
織
を
新
た
に立て直すこととなり、大会直前に結成式を挙げた（『神奈川新聞』七月一一日）。
さ
ら
に
、
軍
用
地
問
題
を
契
機
に
、
首
都
東
京
に
お
い
て
も
東
京
沖
縄
県
人
会
が
発
足
し
た
。
そ
の
結
成
趣
意
書
で
は
、
「
わ
が
郷
土
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
今
や
一
大
国
民
運
動
が
展
開
さ
れ
よ
う
と
す
る
秋
、
こ
の
運
動
の
中
核
と
な
る
ものは、誰であろうか。言うまでもなくわれわれ沖縄に生をうけたものでなければいけない」、「われ
わ
れ
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
中
心
都
市
に
住
む
在
京
沖
縄
県
人
が
す
べ
て
の
心
情
や
立
場
を
こ
え
、
郷
（灯）
士
愛
の
精
神
で
全
国
的
に
統
一
す
る
こ
と
だ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
後
、
東
京
沖
縄
県
人
会
は
、
沖
縄
連
の
中
核
団
体
と
し
て
、
本
土
の
運
動
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
。
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ま
た
、
沖
縄
出
身
者
が
集
住
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
地
域
に
お
い
て
も
、
各
地
域
の
大
学
に
籍
を
置
く
沖
縄
出
身
学
生
の
声
が
地
方
紙
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
認
識
が
足
ら
ぬ
内
地
人
／
沖
縄
出
身
兼
本
哲
夫
君
農
大
学
生
語
る
」
（
『
山
陰
新
報
』
六
月
二
五
日
）
、
「
協
力
を
訴
え
る
広
大
琉
球
留
学
生
／
”
激
励
文
送
っ
て
ほ
し
い
“
全
く
悲
し
い
外
相
の
発
言
」
（
『
中
国
新
聞
』
六
月
一
一
一
○
日
）
、
「
沖
縄
は
訴
え
る
学
生
版
／
福
井
大
学
の
二
留
学
生
に
聞
く
ｌ
忍
従
十
年
の
怒
り
爆
発
・
政
府
の
強
い
態
度
望
む
」
Ｓ
福
井
新
聞
』
七
月
四
日
夕
刊
）
な
ど
、
沖
縄
出
身
学
生
の
声
を
媒
体
に
、
沖
縄
の
実
状
が
地
域
に
訴
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
へ
の
反
響
を
地
域
レ
ベ
ル
で
み
た
と
き
、
地
域
社
会
に
暮
ら
す
沖
縄
出
身
者
の
存
在
の
可
視
化
や
、
各
地
の
地
域
団
体
が
沖
縄
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
開
始
す
る
機
会
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
意
義
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
国
政
・
中
央
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
各
地
域
に
お
い
て
も
沖
縄
軍
用
地
問
題
の
解
決
を
求
め
る
動
き
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
本
土
側
の
関
心
の
高
さ
を
示
す
一
つ
の
証
左
だ
と
言
え
る
が
、
以
下
で
は
、
本
土
側
の
世
論
の
背
景
と
内
実
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
３
．
沖
縄
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
本
土
の
反
響
の
背
景
と
内
実
（
１
）
日
本
政
府
の
消
極
性
へ
の
批
判
｢沖縄軍用地問題」に対する本土側の反響の考察)3３ 
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沖
縄
軍
用
地
問
題
が
本
土
で
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
た
一
九
五
六
年
六
月
の
投
書
の
傾
向
を
分
析
す
る
各
紙
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
投
書
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。
ま
ず
、
六
月
三
○
日
付
『
朝
日
新
聞
』
「
今
月
の
政
治
評
・
投
書
か
ら
」
は
、
「
砂
川
を
は
じ
め
基
地
を
め
ぐ
る
紛
争
を
い
く
度
も
見
て
き
た
だ
け
に
、
沖
縄
の
土
地
接
収
を
め
ぐ
る
プ
ラ
イ
ス
勧
告
を
機
と
し
て
燃
え
上
が
っ
て
き
た
沖
縄
問
題
は
多
く
の
人
に
、
非
常
な
不
満
と
反
感
を
与
え
て
」
お
り
、
「
『
米
国
の
善
意
は
信
じ
ら
れ
な
い
』
と
い
う
意
見
が
、
寄
せ
ら
れ
た
投
書
で
は
ほ
と
ん
ど
総
て
に
共
通
」
、
「
政
府
が
強
い
態
度
で
対
米
折
衝
に
当
る
と
と
も
に
、
日
本
国
民
全
体
が
、
沖
縄
の
住
民
を
支
援
し
、
”
対
米
抵抗“の運動を起こすことを望むものが多かった」としている。また、六月二一八日付『毎日新聞』「国
民
の
声
・
今
月
の
投
書
か
ら
」
で
は
、
「
政
府
の
キ
然
た
る
態
度
、
断
固
た
る
処
置
を
望
む
と
い
う
も
の
の
ほ
か
に
、
い
ま
こ
そ
沖
縄
の
人
た
ち
に
私
た
ち
の
誠
意
を
示
す
と
き
だ
。
沖
縄
の
窮
状
を
側
面
か
ら
援
助
す
る
た
め
国
民
運
動
を
お
こ
せ
の
声
が
出
て
き
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
土
地
接
収
へ
の
強
い
反
発
と
、
日
本
政
府
の
強
力
な
対
米
交
渉
に
よ
っ
て
沖
縄
軍
用
地
問
題
の
解
決
を
求
め
る
声
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
の
対
比
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
前
年
一
月
の
朝
日
報
道
に
お
け
る
論
調
と
の
違
い
で
あ
る
。
朝
日
報
道
は
、
’
九
五
五
年
一
月
一
三
日
付
『
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
米
軍
の
『
沖
縄
民
政
』
を
衝
く
」
と
題
さ
れ
た
記
事
で
、
自
由
人
権
協
会
に
よ
る
米
軍
占
領
下
の
沖
縄
に
関
す
る
調
査
報
告
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
朝
日
報
道
は
、
本
土
に
お
い
て
「
忘
れ
ら
れ
た
島
」
で
あ
っ
た
沖
縄
（昭）
の
現
実
を
本
土
に
つ
き
つ
け
て
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
｝
」
｝
」
で
も
土
地
問
題
は
大
き
く
扱
わ
れ
て
い
た
。
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し
か
し
、
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
翌
一
四
日
付
『
朝
日
新
聞
』
社
説
「
沖
縄
民
政
に
つ
い
て
訴
え
る
」
は
、
こ
の
問
題
は「冷静にとりあげ、また冷静に処理すべき」で、「ただ単純に反米運動というような角度からとら
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。
ま
た
、
沖
縄
に
対
す
る
統
治
権
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
が
、
そ
れ
を
ど
う
行
使
す
る
か
は法的には自由だが、「民主主義国たるアメリカの良識によって、十分に裏付けられるべき」で、「良識」
に
則
っ
た
統
治
に
よ
っ
て
「
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
友
好
関
係
が
ま
す
ま
す
緊
密
化
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
て
朝
日
報
道
に
対
す
る
論
調
が
、
沖
縄
問
題
を
「
反
米
運
動
」
化
さ
せ
る
こ
と
を
避
け
、
日
米
の
友
好
関
係
の
緊
密
化
を
優
先
さ
せ
て
い
た
こ
と
と
対
比
す
る
と
、
軍
用
地
問
題
を
め
ぐ
る
新
聞
論
調
や
投
書
で
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
批
判
と
日
本
政
府
に
強
硬
な
対
米
交
渉
を
求
め
る
声
が
前
景
化
し
て
い
る
。
沖
縄
住
民
は
、
「
一
八
十
万
同
胞
」
、
「
琉
球
八
十
万
の日本人」などと形容され、「いまや民族運動化／沖縄島民の血の叫び」（『北国新聞』六月二四日）、「は
が
ゆ
い
日
本
政
府
／
土
地
闘
争
は
今
や
民
族
運
動
」
（
『
富
山
新
聞
』
六
月
二
五
日
夕
刊
）
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
強
制
的
な
土
地
接
収
と
い
う
体
験
（
記
憶
）
の
共
通
性
に
お
い
て
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
主
体
で
あ
る
「
民
族
」
が
大
き
く
立
ち
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
土
に
お
け
る
こ
う
し
た
反
響
は
、
上
京
し
た
沖
縄
現
地
の
代
表
が
「
む
し
ろ
日
本
の
新
聞
の
論
評
が
こ
ち
ら
よ
り
激
し
い
の
に
驚
い
て
い
る
」
（
『
北
国
新
聞
』
六
月
二
四
日
）
と
述
べ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
の
土
地
闘
争
を
「
民
族
運
動
」
と
と
ら
え
、
「
民
族
的
共
感
」
か
ら
日
本
政
府
に
強
硬
な
対
米
（四）
折
衝
を
求
め
る
一
周
が
噴
出
し
た
こ
と
が
、
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
本
土
側
の
反
響
の
大
き
な
特
徴
だ
と
い
え
る
。
し
か
いた。
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ま
ず
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
は
、
「
南
と
北
の
領
土
問
題
」
と
い
う
形
で
南
千
島
と
並
列
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
領
土
問
題
の
文
脈
で
も
関
心
を
集
め
た
。
六
月
二
四
日
付
『
北
国
新
聞
』
の
社
説
「
二
つ
の
列
島
に
悩
む
日
本
」
は
、
「
日
本
の
両
極
端
に
あ
る
二
つ
の
列
島
、
北
の
『
南
千
島
』
と
南
の
『
沖
縄
』
が
ど
う
な
る
の
か
、
ど
う
す
る
の
か
、
こ
の
二つの列島がいま焦点に浮かびあがっている」と論じ、全一一一回の連載「沖縄」の初回（六月一一一一一日）は、「日
ソ
交
渉
再
開
を
控
え
て
、
国
民
の
関
心
が
『
北
方
の
領
土
』
に
集
中
し
て
い
る
と
き
、
米
下
院
軍
事
委
員
会
の
プ
ラ
イ
ス
報
告
は
『
南
方
の
領
土
』
に
も
重
要
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
提
起
し
た
」
と
始
め
ら
れ
て
い
る
。
日
ソ
交
渉
に
お
い
て
、
日
本
政
府
は
、
講
和
条
約
第
二
条
で
放
棄
し
た
南
千
島
に
つ
い
て
も
返
還
を
求
め
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
た
め
に
、
潜
在
主
権
を
認
め
ら
れ
た
沖
縄
の
軍
用
地
問
題
へ
の
消
極
的
姿
勢
は
、
こ
れ
と
の
対
比
で
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
六
月
二
五
日
付
「
四
国
新
聞
」
は
、
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
で
南
下
島
を
放
棄
し
た
こ
と
は
米
、
英
は
じ
め
各
国
の
常
識
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
南
千
島
を
す
ら
要
求
し
て
い
る
の
に
同
条
約
で
は
っ
き
り
潜
在
王
権
に
せ
よ
領
土
権
を
認
め
ら
れ
た
沖
縄
を
要
求
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
七
月
四
日
付
『
河
北
新
報
』
の
社
説
「
外
交
放
談
を
慎
め
」
も
ま
た
、
講
和
条
約
上
程
の
際
、
吉
田
茂
首
相
が
沖
縄
の
地
位
に
つ
い
て
、
し
、
そ
う
し
た
「
民
族
的
共
感
」
の
内
実
を
精
査
し
て
み
る
と
き
、
そ
こ
に
は
沖
縄
を
失
わ
れ
た
「
国
土
」
と
み
な
し
、
沖
縄
住
民
の
訴
え
を
「
殉
国
」
の
枠
組
み
で
と
ら
え
る
志
向
が
不
可
分
に
絡
み
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
２
）
領
土
問
題
の
文
脈
で
の
関
心
の
高
ま
り
Ｉ
日
ソ
交
渉
と
の
関
連
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樺
太
、
千
島
な
ど
の
領
域
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
の
放
棄
を
定
め
た
第
二
条
に
対
し
、
南
西
諸
島
に
つ
い
て
述
べ
た
第
三
条
に
は
そ
う
し
た
規
定
は
な
い
と
説
明
し
て
い
た
こ
と
に
触
れ
、
「
沖
縄
、
南
千
島
と
の
現
実
を
く
ら
べ
て
見
る
と
、
実質は全く反対」であり、「この政治責任をタナに上げて、国論の向うところに水を差すようなことは、
い
や
し
く
も
外
交
界
の
先
輩
と
し
て
な
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
」
と
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、
対
米
交
渉
に
対
す
る
日
本
政
府
の
消
極
性
は
、
日
ソ
交
渉
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
問
題
と
さ
れ
た
。
七
月
三
日
付
『
愛
媛
新
聞
』
社
説
「
沖
縄
問
題
の
一
つ
の
見
方
」
は
、
政
府
の
対
米
消
極
性
は
「
何
か
の
介
在
を
思
わ
せ
る
に
足
る
も
の
」
だ
が
、
そ
れ
は
「
近
づ
く
日
ソ
交
渉
へ
の
深
い
配
慮
に
よ
る
も
の
」
だ
と
述
べ
る
。
「
鳩
山
内
閣
の
一
枚
看
板
で
あ
る
日
ソ
交
渉
の
成
就
の
た
め
に
米
国
か
ら
横
ヤ
リ
を
出
さ
ぬ
よ
う
沖
縄
問
題
に
あ
え
て
ほ
お
か
ぶ
り
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
」
と
、
日
ソ
交
渉
「
成
就
」
の
た
め
に
対
米
交
渉
を
避
け
て
い
る
と
日
本
政
府
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
日
本
政
府
の
対
米
消
極
性
を
批
判
す
る
声
は
、
日
ソ
交
渉
に
お
け
る
政
府
の
強
硬
な
立
場
と
の
対
比
に
お
い
て
も
高
ま
っ
た
と
い
え
る
が
、
そ
こ
に
は
敗
戦
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
「
国
土
」
の
回
復
と
い
う
願
望
が
不
可
分
に
絡
み
つ
い
て
い
る
。
六
月
一
一
一
○
日
付
『
朝
日
新
聞
』
の
「
こ
の
月
の
政
治
評
・
投
書
か
ら
」
で
は
、
南
千
島
返
還
の
主
張
と
沖
縄
問
題
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。
沖
縄
問
題
に
対
す
る
考
え
方
は
、
日
ソ
交
渉
に
対
す
る
強
硬
論
、
つ
ま
り
南
千
島
を
放
棄
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
意
見
と
結
び
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こ
こ
で
は
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
を
対
米
折
衝
に
よ
っ
て
解
決
せ
よ
と
い
う
主
張
が
、
「
沖
縄
を
要
求
す
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
敗
戦
に
よ
っ
て
失
っ
た
「
領
土
」
を
回
復
せ
よ
と
い
う
領
土
問
題
の
地
点
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
軍
用
地
問
題
の
解
決
を
求
め
る
沖
縄
現
地
の
声
が
、
本
土
に
お
い
て
は
失
地
回
復
の
願
望
に
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
沖
縄
に
つ
い
て
は
日
本
に
潜
在
主
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
沖
縄
問
題
の
解
決
を
領
土
回
復
の
文
脈
で
主
張
す
る
余
地
を
増
大
さ
せ
た
と
い
え
る
。
沖
縄
を
「
失
わ
れ
た
国
士
」
と
と
ら
え
る
枠
組
み
は
、
七
月
二
七
日
に
『
北
海
道
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
世
論
調
査
（卯）
「沖縄と千島ｌ国民の一戸」でも辻〈有されている。「南の沖縄、北の千島、日本の実権の失われた国土の
問
題
が
い
ま
に
し
て
日
本
国
民
に
敗
戦
と
平
和
独
立
と
を
思
い
知
ら
せ
て
い
る
」
と
始
ま
る
こ
の
記
事
で
は
、
沖
縄
と
千島を「思えばともに日本の国土であり、ともに南と北で、日本の生きる動力の泊地でもあった」と
と
ら
え
る
。
そ
し
て
、
「
血
ぬ
ら
れ
た
日
本
の
敗
戦
」
に
よ
っ
て
今
は
米
軍
基
地
、
お
よ
び
「
い
ま
だ
還
ら
ざ
る
国
土
」
と
し
て
日
本
か
ら
引
離
さ
れ
て
い
る
「
こ
の
複
雑
な
国
土
に
対
し
て
、
国
民
は
平
和
独
立
の
い
ま
、
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
」
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
沖
縄
で
い
ま
土
地
の
問
題
で
も
め
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
」
つ
い
て
い
る
よ
う
に
も
み
う
け
ら
れ
た
。
東
京
の
あ
る
学
生
は
「
沖
縄
を
要
求
す
る
の
と
同
じ
く
、
南
千
島
を
要
求
し
、
そ
れ
が
難
し
い
と
い
う
な
ら
、
日
本
が
沖
縄
に
潜
在
主
権
を
も
つ
ご
と
く
、
南
千
島
に
も
”
眠
れ
る
主
権
“
を
も
つ
べ
き
だ
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
沖
縄
問
題
は
日
本
人
の
領
土
問
題
に
対
す
る
関
心
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
面
が
あ
る
。
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こ
の
調
査
結
果
で
着
目
さ
れ
る
の
は
、
千
島
と
沖
縄
を
め
ぐ
る
問
題
に
対
す
る
日
本
政
府
の
対
ソ
・
対
米
姿
勢
へ
の
評
価
で
あ
る
。
千
島
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
「
も
っ
と
強
く
要
求
す
べ
き
だ
」
が
三
七
・
七
％
、
「
い
ま
は
ま
ず
国
交
回
復を交渉すべきだ」が一一六・一一一％、「よくわからない」が三六・○％に対し、沖縄の土地問題については、
こ
の
問
題
を
「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
の
七
割
以
上
が
鳩
山
内
閣
は
「
も
っ
と
強
く
交
渉
す
べ
き
だ
」
と
答
え
て
（皿）
お
り
、
強
硬
な
対
米
折
衝
を
求
め
る
二
忌
見
に
か
な
り
の
程
度
収
散
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（型）
し
か
し
、
そ
の
う
ち
一
二
六
・
六
％
は
沖
縄
の
米
軍
基
地
の
存
在
を
や
む
を
え
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
解
決
の
た
め
の
対
米
交
渉
の
要
求
が
、
必
ず
し
も
沖
縄
の
米
軍
基
地
の
拡
大
を
問
題
視
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
政
府
の
強
力
な
対
米
交
渉
に
よ
っ
て
沖
縄
軍
用
地
問
題
の
解
決
を
求
め
る
声
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
「
国
土
の
回
復
」
の
要
求
に
発
し
て
い
る
側
面
が
多
分
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
かが』える。
と
の
質
問
に
、
七
九
・
三
％
が
「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
て
お
り
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
認
知
度
の
高
さ
が
う
さ
ら
に
、
日
本
政
府に沖縄軍用地問題の解決を要求する声は、沖縄戦の「悲劇」、とりわけ「日本人」
として死んでいった学徒たちの「殉国」のイメージを地盤として発せられている点も看過できない。
（
３
）
同
情
の
基
盤
と
し
て
の
沖
縄
戦
の
イ
メ
ー
ジ
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「
日
本
人
の
誇
り
を
持
っ
て
死
ん
で
ゆ
か
れ
た
」
と
い
う
言
葉
に
如
実
に
現
れ
る
「
殉
国
」
の
語
り
の
枠
組
み
は
、
本
土
に
お
け
る
沖
縄
問
題
へ
の
関
心
を
考
え
る
際
に
見
落
と
す
こ
と
の
で
き
な
い
点
で
あ
る
。
日
本
社
会
に
お
い
て
、
沖
縄
を
め
ぐ
る
集
中
的
な
報
道
が
初
め
て
な
さ
れ
た
の
は
沖
縄
戦
報
道
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
日
本
軍
の
活
躍
と
、
軍
（蝋）
と
一
丸
と
な
っ
て
戦
う
沖
縄
県
民
の
姿
を
称
賛
す
る
こ
と
で
戦
意
高
揚
を
は
か
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
集
中
的
な
沖
縄
戦
報
道
は
、
本
土
の
人
々
の
沖
縄
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
原
型
を
な
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
一
九
五
三
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
は
戦
後
最
大
の
ヒ
ッ
ト
と
な
る
な
ど
、
沖
縄
戦
に
お
け
る
学
徒
隊
の
「
悲
劇
」
は
く割）
本
土
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
本
土
側
の
反
響
に
お
い
て
は
、
土
地
を
奪
わ
れ
生
活
を
圧
迫
さ
れ
る
沖
縄
住
民
の
姿
が
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒
を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄
戦
で
の
住
民
犠
牲
の
延
長
線
上
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
沖
縄
土
地
取
上
反
対
兵
庫
県
民
総
決
起
大
会
」
で
は
、
次
の
よ
う
な
場
面
が
み
ら
れ
る
。
沖
縄
の
か
た
こ
そ
、
こ
の
戦
争
で
い
ち
ば
ん
被
害
を
受
け
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
日
本
人
の
誇
り
を
持
っ
て
死
ん
で
ゆ
か
れ
た
健
気
な
中
学
生
、
女
子
学
生
の
話
な
ど
、
忘
れ
よ
う
と
し
て
も
忘
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
罪
の
つ
ぐ
な
い
を
私
ど
も
は
ど
の
よ
う
に
現
わ
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
（
略
）
政
府
の
方
も
一
時
も
早
く
な
ん
ら
か
の
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
日
本
人
み
ん
な
で
、
沖
縄
に
平
和
が
く
る
よ
う
、
祈
り
そ
し
て
協
力
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
（
『
朝
日
新
聞
』
七
月
五
日
夕
刊
）
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神戸での大会のみならず、東京での国民大会の宣一一一一百をはじめとする各地の大会の宣言文の多くもま
た
、
沖
縄
戦
の
「
悲
劇
」
に
言
及
し
て
い
る
。
ひ
め
ゆ
り
学
徒
を
は
じ
め
、
沖
縄
戦
で
「
日
本
人
」
と
し
て
「
敢
闘
」
し
、
そ
し
て
「
死
ん
で
い
っ
た
」
沖
縄
住
民
が
、
今
ま
た
「
日
本
人
」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
土
地
接
収
へ
の
反
対
運
動
に
起
ち
上
が
っ
て
い
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
同
じ
「
日
本
人
」
と
し
て
当
然
こ
れ
を
支
持
す
べ
き
だ
と
い
う
心
情
は
、
土
地
接
収
に
反
対
す
る
沖
縄
住
民
へ
の
同
情
を
広
汎
に
呼
び
起
こ
す
地
盤
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
心
情
は
、
こ
の
後
も
本
土
の
沖
縄
問
題
へ
の
関
心
・
共
感
の
地
盤
と
な
り
続
け
る
が
、
と
り
わ
け
戦
争
の
爪
痕
が
ま
だ
生
々
し
く
残
る
一
九
五
○
年
代
半
ば
の
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
沖
縄
戦
の
「
悲
劇
」
を
想
起
す
る
こ
と
が
軍
用
地
問
題
へ
の
同
情
を
増
幅
さ
せ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
心
情
的
な
枠
組
み
は
、
ま
た
、
分
離
支
配
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
阪
本
兵
庫
県
知
事
は
「
日
本
人
で
あ
る
私
が
、
日
本
人
で
あ
る
沖
縄
の
方
た
ち
の
こ
の
運
動
を
支
持
で
き
な
い
と
い
う
な
ら
自
殺
に
ひ
と
し
い
。
血
涙
を
の
ん
で
叫
ん
で
お
ら
れ
る
沖
縄
の
方
た
ち
と
、
親
し
く
話
を
す
る
の
は
人
間
と
し
て
当
然
の
こ
と
だ
。
戦
時
中
、
”
ひ
め
ゆ
り
の
乙
女
“
”
沖
縄
健
児
“
た
ち
は
最
後
ま
で
戦
い
、
沖
縄
人
民
の
血
や
涙
は
沖
縄
の
大
地
に
し
み
こ
ん
で
い
る
。
主
権
を
奪
わ
れ
、
土
地
を
奪
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
い
ま
、
政
府
は
ど
う
し
て
立
ち
上
ら
な
い
の
か
。
ア
メ
リ
カ
に
常
識
と
文
明
が
あ
る
な
ら
、
諸
君
の
行
動
に
一
片
の
愛
情
と
理
解
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
は
政
党
的
立
場
を
離
れ
、
諸
君
と
最
後
ま
で
闘
う
」
と
の
あ
い
さ
つ
に
、
こ
み
上
げ
る
オ
エ
ッ
を
ぐ
っ
と
抑
え
、
ハ
ン
カ
チ
で
目
頭
を
抑
え
る
婦
人
も
見
受
け
ら
れ
た
。
（
『
神
戸
新
聞
』
七
月
六
日
）
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に
よ
る
基
地
化
の
進
行
と
い
う
軍
用
地
問
題
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
根
本
的
な
要
因
を
問
わ
ず
し
て
、
沖
縄
の
住
民
に
同
情
・
共
感
を
寄
せ
る
こ
と
を
可
能
と
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ここまで述べてきたように、一九五○年代半ばの日本社会には、米軍による土地接収の経験（記憶）、
領
土
問
題
へ
の
関
心
、
沖
縄
戦
の
「
殉
国
」
の
語
り
な
ど
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
同
情
や
共
感
を
容
易
か
つ
広
範
に
呼
び
起
こ
す
い
く
つ
か
の
要
因
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
、
軍
用
地
問
題
解
決
の
た
め
の
対
米
折
衝
を
行
う
よ
う
日
本
政
府
に
要
求
す
る
世
論
が
高
ま
り
、
戦
後
本
土
に
お
い
て
初
め
て
沖
縄
の
情
勢
が
政
治
問
題
に
押
し
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
世
論
の
高
ま
り
は
、
当
初
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
施
政
権
を
も
っ
て
い
る
以
上
、
外
交
交
渉
を
行
う
立
場
に
は
な
い
と
し
て
い
た
日
本
政
府
の
方
針
の
変
更
を
迫
り
、
保
護
権
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
住
民
保
護
の
た
く盟）
め
対
米
交
渉
を
続
け
る
と
の
一
一
一
一
口
明
を
引
き
出
し
た
。
こ
れ
は
、
河
野
康
子
が
指
摘
し
た
、
本
土
の
世
論
が
日
本
政
府
に
与
え
た
影
響
の
一
つ
の
内
実
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
本
土
世
論
の
成
立
状
況
を
み
る
と
き
、
そ
れ
ら
は
、
国
土
回
復
の
願
望
や
、
沖
縄
住
民
の
「
殉
国
」
の
振
る
舞
い
へ
の
素
朴
な
同
情
を
基
盤
と
し
て
い
た
。
こ
こ
に
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
の
問
題
を
問
わ
ず
し
て
、
「
民
族
的
共
感
」
が
成
立
し
う
る
要
因
も
ま
た
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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最
後
に
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
へ
の
本
土
側
の
大
き
な
反
響
は
、
本
土
の
平
和
意
識
、
平
和
運
動
の
展
開
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
し
め
る
の
か
と
い
う
点
を
考
察
し
た
い
。
一
九
五
○
年
代
は
、
平
和
運
動
が
台
頭
し
、
平
和
意
識
が
（妬）
形
成
さ
れ
た
時
期
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
期
に
本
土
に
も
ち
｝
」
ま
れ
た
沖
縄
軍
用
地
問
題
は
、
本
土
の
平
和
運
動
、
平
和
意
識
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
本
土
の
平
和
運
動
が
沖
縄
問
題
を
認
識
し
は
じ
め
る
端
緒
と
な
っ
た
と
い
う
点
は
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
とえば、’九五六年の原水爆禁止世界大会では、特別分科会で沖縄問題が取上げられている。ビキニ
水
爆
実
験
で
第
五
福
竜
丸
が
被
爆
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
原
水
爆
禁
止
運
動
は
、
草
の
根
運
動
と
し
て
急
速
に
広
が
り
、
一
九
五
五
年
、
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
広
島
で
開
催
さ
れ
た
。
沖
縄
軍
用
地
問
題
が
起
こ
っ
た
一
九
五
六
年
は
そ
の
二
年
目
に
あ
た
り
、
長
崎
で
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
七
月
五
日
付
『
朝
日
新
聞
長
崎
版
』
は
、
第
二
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
六
つ
の
分
科
会
に
、
特
別
分
科
会
と
し
て
「
沖
縄
問
題
」
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
の
大
会
で
は
七
つ
の
決
議
の
一
つ
と
し
て
、
「
沖
縄
問
題
の
平
和
解
決
に
関
す
る
決
議
」
（幻）
（躯）
が挙げられ、初めて沖縄代表の参加を得た。
ま
た
、
憲
法
擁
護
運
動
に
お
い
て
も
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
へ
の
支
持
が
表
明
さ
れ
た
。
選
挙
後
の
七
月
一
八
日
、
憲
４
．
本
土
の
平
和
運
動
へ
の
影
響
（
１
）
本
土
の
平
和
運
動
に
お
け
る
沖
縄
問
題
の
認
識
と
そ
の
限
界
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法
擁
護
国
民
連
合
か
ら
沖
縄
に
送
ら
れ
た
激
励
文
で
は
、
「
私
た
ち
は
「
四
原
則
貫
徹
』
「
フ
ラ
イ
ス
勧
告
反
対
』
と
い
う
み
な
さ
ん
の
要
求
を
全
面
的
に
支
持
し
こ
ん
ど
の
闘
い
が
完
全
に
勝
利
し
、
さ
ら
に
日
本
復
帰
の
実
現
す
る
ま
で
、
（羽）
そ
の
さ
い
ご
ま
で
相
た
ず
さ
え
て
と
も
に
闘
う
決
二
息
で
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
平
和
と
民
主
主
義
の
憲
法
を
守
る
」
本
土
の
運
動
と
沖
縄
で
の
闘
い
を
「
一
体
の
も
の
」
と
と
ら
え
、
参
議
院
選
挙
の
結
果
、
革
新
陣
営
が
三
分
の
一
以
上
の
議
席
を
確
保
し
、
憲
法
改
正
を
阻
止
す
る
議
会
態
勢
が
整
っ
た
こ
と
を
、
沖
縄
に
対
す
る
「
外
国
の
不
当
な
圧
力
」
、
「
日
本
全
土
が
沖
縄
化
し
よ
う
と
す
る
危
機
」
に
対
す
る
「
日
本
国
民
の
怒
り
の
あ
ら
わ
れ
」
と
み
る
。
こ
の
言
葉
を
、
沖
縄
代
表
団
の
一
人
と
し
て
上
京
し
た
安
里
積
千
代
の
談
話
と
対
照
さ
せ
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、
平
和
と
民
主
主
義
の
憲
法
を
守
る
た
め
の
わ
れ
わ
れ
の
活
動
と
皆
さ
ん
の
た
た
か
い
と
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
／
（
略
）
参
議
院
選
挙
の
結
果
は
ア
メ
リ
カ
の
要
請
に
も
と
づ
く
憲
法
改
悪
が
当
面
不
可
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
あ
な
た
方
に
加
え
ら
れ
て
い
る
外
国
の
不
当
な
圧
力
及
び
、
日
本
全
土
が
沖
縄
化
し
よ
う
と
す
る
危
機
に
向
け
た
日
本
国
民
の
怒
り
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
み
な
さ
ん
を
も
力
づ
け
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
こ
ん
ど
の
選
挙
の
結
果
は
沖
縄
県
民
も
非
常
に
関
心
を
も
っ
て
見
つ
め
て
い
た
と
い
う
の
は
国
会
の
力
で
ぜ
ひ
沖
縄
の
お
か
れ
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こ
こ
で
は
、
本
土
の
「
平
和
と
民
主
主
義
の
憲
法
を
守
る
」
運
動
と
、
日
本
国
憲
法
の
枠
外
に
お
か
れ
た
沖
縄
の
状
況
と
の
落
差
が
明
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
安
里
は
、
「
こ
ん
ど
の
社
会
党
や
革
新
政
党
の
進
出
に
大
い
に
期
待
を
か
け
て
い
る
」
と
述
べ
つ
つ
も
、
「
日
本
国
民
と
し
て
憲
法
改
正
よ
り
、
ま
ず
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
が
大
切
だ
」
と
結
ん
で
い
る
。
革
新
勢
力
の
躍
進
を
平
和
憲
法
擁
護
の
文
脈
で
と
ら
え
た
本
土
の
「
激
励
文
」
に
対
し
、
安
里
は
、
講
和
条
約
第
三
条
の
改
正
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。
この「激励文」では、本土の平和運動は沖縄の「闘いが完全に勝利し」、「日本復帰の実現するまで」、「相
た
ず
さ
え
て
と
も
に
闘
う
」
と
沖
縄
問
題
に
取
り
組
む
決
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
講
和
条
約
第
三
条
の
撤
廃
を
求
め
る
沖
縄
返
還
運
動
が
実
際
に
本
土
の
革
新
勢
力
に
よ
っ
て
広
く
展
開
さ
れ
る
の
は
、
一
九
六
○
年
代
半
ば
ま
で
待
た
なければならなかったのである。
こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
は
、
確
か
に
、
本
土
の
平
和
運
動
が
沖
縄
問
題
に
目
を
向
け
る
契
機
と
な
っ
た
。
（洲）
し
か
し
、
日
本
社
〈
言
に
日
本
国
憲
法
の
理
念
が
浸
透
・
定
着
し
て
い
く
と
さ
れ
る
一
九
五
○
年
代
、
本
土
の
平
和
運
動
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
が
保
障
す
る
「
平
和
」
が
沖
縄
の
基
地
化
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
識
さ
（机）
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
本
土
の
「
平
和
」
と
沖
縄
の
基
地
化
の
連
関
と
い
う
主
題
に
つ
い
て
、
最
後
に
本
土
の
基
地
閾
て
い
る
み
じ
め
な
状
態
を
救
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
だ
。
こ
の
た
め
に
は
主
権
平
等
の
原
則
で
米
国
と
折
衝
し
講
和
条
約
三
条
を改正しなければならない。これは沖縄県民にとっては憲法改正より大事なことだ。（『北陸新聞』七月一○日）
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争
に
お
け
る
沖
縄
問
題
の
位
置
づ
け
を
考
察
し
て
み
た
い
。
一
九
五
五
年
六
月
、
全
国
軍
事
基
地
反
対
連
絡
会
議
の
発
足
に
よ
り
、
各
地
の
基
地
闘
争
を
結
ぶ
全
国
組
織
が
成
立
し
た
。
明
田
川
融
に
よ
れ
ば
、
「
反
基
地
運
動
の
初
の
全
国
組
織
の
結
成
と
い
う
昂
揚
の
な
か
で
、
沖
縄
の
”
声
“
が
一
気
に
噴
出
す
る
観
を
呈
し
た
」
。
こ
の
時
期
、
基
地
闘
争
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク
戦
略
に
よ
っ
て
日
本
全
土
が
核
戦
争
基
地
化
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
局
部
的
な
闘
争
に
勝
利
し
て
も
基
地
の
絶
対
数
は
減
少
せ
ず
、
い
ず
れ
か
の
地
域
に
し
わ
よ
せ
さ
れ
る
と
の
認
識
が
生
じ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
基
地
闘
争
で
は
「
究
極
的
に
は
安
保
条
約
、
行
政
協
定
の
改
廃
ま
で
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
完
全
な
勝
利
の
あ
り
得
な
い
こ
と
」
が
確
認
さ
れ
て
い
た
と
い
実
際
、
沖
縄
軍
用
地
問
題
が
起
こ
る
と
、
革
新
勢
力
は
砂
川
を
は
じ
め
と
す
る
本
土
の
基
地
闘
争
に
積
極
的
に
接
続
す
る
論
陣
を
は
っ
た
。
総
評
の
機
関
紙
『
総
評
』
は
、
「
沖
縄
の
問
題
は
日
本
の
問
題
で
あ
る
」
（
第
三
○
四
号
）
、
「
沖
縄
の
闘
い
と
基
地
闘
争
の
関
連
」
（
同
号
）
な
ど
を
掲
載
し
、
沖
縄
の
土
地
闘
争
と
そ
の
他
の
基
地
闘
争
を
相
乗
的
に
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。
「
沖
縄
の
闘
い
と
基
地
闘
争
の
関
連
」
で
は
、
沖
縄
の
軍
用
地
問
題
が
「
日
本
の
各
地
に
あ
る
軍
事
飛
行
場
の
拡
張
に
通
じ
る
事
は
、
日
本
に
あ
る
軍
事
基
地
の
永
久
的
確
保
を
意
味
す
る
プ
ラ
イ
ス
勧
告
で
明
ら
か
」
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
反
対
す
る
こ
と
は
、
「
砂
川
を
中
心
に
し
た
基
地
拡
張
反
対
運
動
と
密
接
不
可
分
の
保条約、
（犯）
一つ。
（
２
）
安
保
体
制
と
沖
縄
問
題
と
い
う
論
点
を
め
ぐ
っ
て
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（調）
関係にある」シ」述べている。
沖
縄
の
土
地
闘
争
を
本
土
の
基
地
闘
争
と
「
密
接
不
可
分
の
関
係
」
と
と
ら
え
る
志
向
は
、
「
沖
縄
と
砂
川
を
結
ぶ
」
と
い
う
か
た
ち
で
具
体
化
さ
れ
た
。
九
月
二
日
、
「
沖
縄
・
砂
川
を
む
す
ぶ
青
婦
人
の
集
い
」
が
開
か
れ
た
が
、
こ
こ
（鈍）
に
は
来
賓
と
し
て
沖
縄
人
民
党
書
記
長
の
瀬
長
亀
次
郎
が
参
加
１
）
、
現
地
報
告
や
闘
争
体
験
の
交
流
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
一
○
月
に
入
り
、
第
二
次
測
量
を
め
ぐ
っ
て
砂
川
が
再
び
緊
迫
化
す
る
と
、
「
砂
川
を
は
じ
め
と
す
る
基
地
反
対
闘
争
と
、
プ
ラ
イ
ス
勧
告
反
対
、
四
原
則
貫
徹
で
闘
っ
て
い
る
沖
縄
住
民
の
闘
争
を
結
び
つ
け
、
当
面
の
平
和
運
動
の
（流）
中
心
ロ
ロ
標
と
し
て
、
積
極
的
な
応
援
態
勢
を
確
立
」
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
億
円
カ
ン
パ
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
明
田
川
は
、
こ
の
と
き
本
土
の
基
地
闘
争
で
は
、
「
沖
縄
十
本
土
の
核
攻
撃
基
地
化
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
の
安
保
体
制
の
解
消
と
い
う
考
え
」
が
生
じ
て
お
り
、
こ
の
考
え
が
「
本
土
の
反
基
地
運
動
と
沖
縄
の
運
動
を
繋
ぐ
環
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
本
土
に
お
け
る
基
地
闘
争
の
収
束
に
よ
っ
て
、
「
反
基
（妬）
地
運
動
に
お
け
る
本
土
と
沖
縄
の
〃
共
振
“
」
１
℃
ま
た
、
収
束
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て
、
本
土
の
基
地
闘
争
の
収
束
は
、
米
軍
基
地
を
め
ぐ
る
本
土
と
沖
縄
の
情
勢
の
分
岐
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
平
和
運
動
や
青
年
・
婦
人
運
動
の
盛
り
上
が
り
、
中
立
を
求
め
る
世
論
を
背
景
と
す
る
左
派
社
会
党
の
躍
進
と
い
っ
た
日
本
社
会
の
情
勢
に
直
面
し
た
ア
メ
リ
カ
は
、
再
軍
備
を
求
め
る
圧
力
を
緩
和
し
、
政
治
的
・
経
済
的
（翫）
安
定
を
優
先
す
る
方
向
へ
対
日
政
策
を
転
換
し
た
。
こ
の
一
環
で
在
ｐ
Ｈ
米
軍
の
再
編
が
行
わ
れ
、
日
本
本
土
の
軍
事
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
一
方
、
そ
の
負
担
が
周
辺
地
域
に
転
嫁
さ
れ
て
い
っ
た
。
林
博
史
は
、
第
三
海
兵
師
団
が
本
土
か
ら
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沖
縄
に
移
駐
し
て
沖
縄
に
新
た
な
基
地
を
要
求
し
、
一
九
五
四
年
に
一
六
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
沖
縄
の
米
（郷）
軍
基
地
が
、
五
十
八
年
に
は
一
一
六
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
へ
と
大
幅
に
拡
大
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
’
九
五
○
年
代
後
半
以
降
、
本
土
の
米
軍
基
地
の
縮
小
と
反
比
例
し
て
沖
縄
で
は
新
た
な
基
地
建
設
が
進
み
、
軍
事
基
地
を
め
ぐ
る
本
土
と
沖
縄
の
情
勢
は
大
き
く
分
岐
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
局
面
に
お
い
て
、
本
土
の
基
地
闘
争
に
お
け
る
沖
縄
の
基
地
問
題
へ
の
関
心
も
減
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
’
九
五
七
年
の
全
国
軍
事
基
地
反
対
連
絡
会
議
（羽）
「アメリカ軍地上部隊の引あげ問題と軍事基地闘争」では、アメリカが本土の基地の多く一と返遅唾する
意
向
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
、
沖
縄
返
還
要
求
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
併
記
さ
れ
、
本
土
の
海
兵
隊
が
沖
縄
に
移
駐
す
る
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
沖
縄
現
地
の
米
軍
基
地
を
め
ぐ
る
情
勢
と
運
動
に
対
す
る
見
解
や
方
針
は
何
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
土
の
基
地
闘
争
に
お
い
て
生
じ
て
い
た
、
安
保
体
制
の
も
と
に
あ
る
限
り
局
部
的
に
基
地
闘
争
に
勝
利
し
て
も
基
地
の
絶
対
数
は
減
ら
ず
、
い
ず
れ
か
の
地
域
へ
し
わ
よ
せ
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
認
識
は
実
際
に
は
生
か
さ
れ
ず
、
沖
縄
へ
基
地
が
集
中
し
て
い
く
過
程
を
問
題
化
し
え
な
か
っ
た
。
安
保
闘
争
に
お
け
る
沖
縄
問
題
の
不
在
は
、
そ
の
こ
と
の
一
つ
の
帰
結
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
新
安
保
条
約
に
事
前
協
議
制
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
基
地
問
題
を
め
ぐ
る
日
米
問
の
軋
礫
を
緩
和
し
た
一
方
で
、
沖
縄
基
地
の
自
由
使
用
の
戦
略
的
価
値
を
相
対
的
に
高
め
、
ア
メ
（㈹）
リ
カ
に
よ
る
沖
縄
統
治
の
長
期
化
を
要
一
頭
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
地
を
め
ぐ
る
本
土
と
沖
縄
の
状
況
が
分
岐
し
て
い
く
な
か
で
、
安
保
体
制
と
そ
れ
を
支
え
る
沖
縄
の
米
軍
基
地
と
の
密
接
な
関
連
と
い
う
論
点
は
深
め
ら
れ
な
い
ま
348 
Hosei University Repository
本稿では、沖縄軍用地問題に対する本土側の反響について、選挙戦における争点化、各地域にもた
らした影響、世論の盛り上がりの背景と内実、本土の平和運動における沖縄問題の位置づけの四つの
角度から考察してきた。
第一節で述べたように、沖縄軍用地問題が参議院選挙の最中に本土にもちこまれ、世論がこれに大
きく反応したことは、この問題を選挙戦に影響を与えうる政治課題に押し上げ、各政党に具体的かつ
超党派的対応を打ち出させた。さらに、この問題の解決を求める大会が全国各地で開催されているこ
ともまた、軍用地問題が本土側に与えたインパクトの大きさを示している。とりわけ沖縄出身者のイ
ニシアチブがない地域においても大会が開かれ、協議体の結成をみたことなどから、沖縄軍用地問題
は、地域団体が沖縄問題を運動課題として認識する契機となったといえる。加えて、軍用地問題は、
沖
縄
出
身
者
の
組
織
の
活
性
化
と
、
地
域
に
お
い
て
沖
縄
出
身
者
の
存
在
や
声
が
可
視
化
さ
れ
る
機
会
を
提
供
し
た
。
まに終わった。この意味で、軍用地問題を契機に本土の平和運動は沖縄問題に出会ったといえるが、
しかし、同時にそれは沖縄の基地化が安保体制を支えるものであるという沖縄問題の本質に出会い損
な
う
経
験
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
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し
か
し
、
こ
う
し
た
本
土
側
の
大
き
な
反
響
は
、
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
土
地
接
収
に
対
す
る
抵
抗
運
動
へ
の
「
民
族
的
共
感
」
、
沖
縄
戦
の
「
悲
劇
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
基
盤
と
す
る
同
情
、
領
土
回
復
の
要
求
に
発
す
る
関
心
な
ど
に
依
っ
て
立
つ
も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
に
、
沖
縄
問
題
解
決
の
た
め
の
超
党
派
に
し
て
広
範
な
動
き
を
可
能
と
さ
せ
る
要
因
が
存
在
し
た
と
同
時
に
、
そ
れ
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
「
解
決
」
す
る
の
か
と
い
う
点
が
等
閑
視
さ
れ
た
ま
ま
に
終
わ
る
と
い
う
限
界
も
存
在
し
た
。
そ
の
結
果
、
世
論
の
盛
り
上
が
り
は
一
過
性
の
も
の
に
終
わ
り
、
｜
時
成
立
し
た
超
党
派
的
取
り
組
み
の
足
並
み
も
、
こ
の
問
題
の
具
体
的
な
解
決
を
め
ぐ
っ
て
す
ぐ
に
乱
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
四
節
で
は
、
本
土
の
平
和
運
動
に
対
す
る
沖
縄
軍
用
地
問
題
の
影
響
を
考
察
し
た
。
軍
用
地
問
題
は
、
一
方
で
は
本
土
の
平
和
運
動
が
沖
縄
問
題
を
そ
の
視
野
に
含
め
る
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
、
本
土
の
米
軍
基
地
の
再
編
・
縮
小
に
よ
る
沖
縄
へ
の
基
地
の
し
わ
よ
せ
が
進
行
し
、
米
軍
基
地
を
め
ぐ
る
本
土
と
沖
縄
の
情
勢
が
分
岐
を
深
め
て
い
く
な
か
で
、
本
土
の
平
和
運
動
は
本
土
の
「
平
和
」
が
沖
縄
の
基
地
化
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
認
識
し
え
な
か
っ
た
。
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
の
理
念
が
日
本
（
本
土
）
社
会
に
浸
透
し
た
と
さ
れ
る
一
九
五
○
年
代
、
日
本
・
沖
縄
両
社
会
の
米
軍
基
地
や
「
平
和
」
を
め
ぐ
る
状
況
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
地
平
へ
と
進
み
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
沖
縄
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
本
土
側
の
反
響
に
は
、
平
和
運
動
の
盛
り
上
が
り
、
戦
争
の
爪
痕の生々しさ、領土問題への関心といった一九五○年代半ばの日本社会の意識状況が色濃く反映され
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
が
、
沖
縄
現
地
の
運
動
に
対
す
る
「
民
族
的
共
感
」
が
容
易
に
成
立
し
う
る
地
盤
を
提
供
し
た
。
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沖
縄
問
題
は
、
米
軍
占
領
下
に
お
か
れ
た
「
日
本
人
」
「
同
胞
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
沖
縄
住
民
の
「
悲
劇
」
と
し
て
容
易
に
「
民
族
的
」
な
同
情
・
共
感
を
呼
び
起
こ
す
反
面
、
安
全
保
障
問
題
の
要
と
し
て
保
革
が
も
っ
と
も
鋭
く
対
立
す
る
政
治
的
な
争
点
で
も
あ
る
と
い
う
両
義
性
を
も
つ
。
沖
縄
返
還
が
当
面
実
現
す
る
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
本
土
の
革
新
勢
力
が
沖
縄
問
題
に
対
す
る
明
確
な
方
針
を
確
立
し
え
て
い
な
か
っ
た
こ
の
時
期
に
は
、
安
全
保
障
問
題
と
し
て
の
後
者
の
争
点
が
前
景
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
沖
縄
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
本
土
側
の
世
論
や
運
動
に
、
革
新
的
な
色
彩
が
濃
く
な
る
一
九
六
○
年
代
以
降
の
沖
縄
返
還
運
動
と
は
異
な
る
特
徴
を
与
え
て
い
る
の
である。
グーへ戸
１注
、‐〆￣
本
土
で
は
、
こ
の
後
、
一
九
六
一
一
年
の
「
沖
縄
返
還
国
民
総
決
起
の
日
」
の
設
定
、
翌
六
三
年
か
ら
の
海
上
大
会
の
開
始
を
も
っ
て
「
沖
縄
返
還
」
を
明
確
に
掲
げ
る
運
動
が
始
ま
る
が
、
こ
れ
ら
の
運
動
か
ら
は
沖
縄
軍
用
地
問
題
の
際
に
み
ら
れ
た
超
党
派
的
な
性
格
は
失
わ
れ
、
革
新
系
の
色
彩
を
強
く
帯
び
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
革
新
運
動
も
ま
た
、
ソ
連
の
核
を
め
ぐ
る
態
度
の
不
一
致
か
ら
社
会
党
系
と
共
産
党
系
に
分
裂
し
、
沖
縄
問
題
に
つ
い
て
統
一
し
た
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
六
○
年
代
以
降
の
本
土
の
運
動
に
お
い
て
沖
縄
問
題
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
た
ど
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
察
を
筆
者
の
次
の
課
題
と
し
た
い
。
中
野
好
夫
・
新
崎
盛
暉
「
沖
縄
戦
後
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
。
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（３） 
（４） 
（５） 
（６） 
（２） 
（
７
）
一
九
五
○
年
代
は
、
雑
誌
『
世
界
』
を
は
じ
め
と
す
る
論
壇
の
動
き
が
重
要
な
時
期
だ
が
、
沖
縄
問
題
に
関
し
て
は
、
「
論
壇
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
こ
の
問
題
を
論
じ
る
だ
け
の
予
備
知
識
も
問
題
意
識
も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
」
こ
と
、
「
こ
の
問
題
を
、
日
本
の
戦
後
責
任
の
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
れ
に
主
体
的
に
ど
う
と
り
組
む
べ
き
か
を
論
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
沖
縄
戦
後
史
』
、
九
一
頁
）
。
な
お
、
本
稿
で
引
用
す
る
新
聞
記
事
は
全
て
一
九
五
六
年
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
以
下
で
は
月
日
の
み
を
記
す
こ
と
と
す
る
。
（
８
）
行
政
府
、
立
法
院
、
市
町
村
長
会
、
軍
用
土
地
連
合
会
。
後
に
、
市
町
村
議
長
会
が
加
わ
り
五
者
協
議
会
と
な
る
。
（
９
）
沖
縄
現
地
に
お
け
る
軍
用
地
問
題
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
平
良
好
利
「
『
沖
縄
軍
用
地
問
題
』
の
政
策
決
定
過
程
」
法
政
大
学
当
時
の
本
土
側
の
報
道
で
は
、
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
と
い
う
用
語
は
一
般
的
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
本
土
側
の
反
響
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
「
沖
縄
軍
用
地
問
題
」
ま
た
は
「
沖
縄
の
土
地
闘
争
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
。
前
掲
『
沖
縄
戦
後
史
』
岩
波
書
店
、
’
九
七
六
年
。
宮
里
政
玄
『
日
米
関
係
と
沖
縄
』
岩
波
書
店
、
二
○
○
○
年
。
河
野
康
子
『
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政
治
と
外
交
ｌ
日
米
関
係
史
の
文
脈
』
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
九
四
年
。
た
と
え
ば
、
小
島
恒
久
・
田
中
慎
一
郎
編
『
日
本
労
働
者
運
動
史
第
二
巻
戦
後
社
会
主
義
運
動
の
再
編
成
』
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
五
年
）
「
第
三
章
政
治
戦
線
の
新
配
置
と
安
保
闘
争
の
高
揚
」
の
「
総
説
」
、
佐
藤
昌
一
郎
「
大
衆
的
諸
運
動
の
展
開
と
保
守
・
革
新
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
日
本
同
時
代
史
第
三
巻
五
五
年
体
制
と
安
保
闘
争
』
（
青
木
書
店
、
一
九
九
○
年
）
など。
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沖
縄
文
化
研
究
所
編
『
沖
縄
文
化
研
究
』
第
一
一
一
○
号
（
二
○
○
四
年
）
を
参
照
。
平
良
は
、
プ
ラ
イ
ス
勧
告
阻
止
の
た
め
に
と
ら
れ
た
、
四
者
協
議
会
全
員
総
辞
職
の
決
意
の
表
明
、
超
党
派
の
住
民
大
会
の
開
催
、
日
本
政
府
へ
の
対
米
折
衝
要
請
の
三
つ
の手段のうち、一一一つ目を「これまで基本的には沖・米二者間の問題として取り扱われてきた軍用地問題に、
日
本
政
府
も
関
与
さ
せ
よ
う
と
試
み
る
も
の
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
（川）この間の経緯については、『総評』第一一一○五号（一九五六年七月一一一一日）および第三一○号（八月一七日）を参照。
（
Ⅱ
）
な
お
、
東
京
沖
縄
県
人
会
結
成
の
「
趣
意
書
」
の
な
か
で
は
、
軍
用
地
問
題
に
つ
い
て
一
九
都
道
府
県
で
大
会
が
開
か
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
中
野
好
夫
編
『
戦
後
資
料
沖
縄
』
日
本
評
論
社
、
’
九
六
九
年
、
二
二
五
頁
）
。
こ
こ
に
あ
げ
た
以
外
で
は
、
札幌、山形での大会開催が予告されているが、事後記事は確認できていない。また、ここではおおむね七月
上
旬
ま
で
の
動
き
に
限
定
し
て
い
る
。
（、）六月二八日の準備会では、「沖縄救援国民総決起大会」、「プライス勧告反対国民総決起大会」など一一一案が協
議
さ
れ
た
が
ま
と
ま
ら
ず
、
最
終
的
に
「
沖
縄
問
題
解
決
促
進
国
民
総
決
起
大
会
」
に
落
ち
着
い
た
（
『
朝
日
新
聞
』
六
月
二
（
旧
）
一
九
五
八
年
に
作
成
さ
れ
た
東
京
沖
縄
県
人
会
「
第
三
回
東
京
沖
縄
県
人
会
定
期
大
会
議
案
並
資
料
」
に
は
、
沖
縄
連
に
名
称
が通知されている地方協議会として、「沖縄救援運動秋田県民連合」、「沖縄問題解決相双地区協議会」（福島
県）、「沖縄問題解決促進千葉県民協議会「「沖縄問題解決国民運動神奈川協議会」、「沖縄問題解決国民運動
川崎市協議会」、「沖縄問題解決新潟県協議会」、「沖縄返還運動長野県協議会」、「沖縄日本復帰大阪連絡協議
九日）。
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／戸、グー、
１５１４ 
、－〆、－〆
（旧）〆■、〆■ヘ〆白、１９１８１７ 
、＝〆、－〆、－〆
会」、「沖縄問題解決国民運動兵庫県協議会」、「沖縄問題解決促進愛媛県協議会」、「北海道平和運動協議会」
の
二
組
織
が
記
載
さ
れ
て
い
る
二
○
九
頁
）
。
大
阪
社
会
運
動
協
会
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
』
第
四
巻
、
有
斐
閣
、
’
九
九
一
年
、
八
五
九
‐
八
六
○
頁
。
’
九
五
○
年
代
の
大
阪
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
公
次
『
大
阪
地
方
に
お
け
る
沖
縄
日
本
復
帰
運
動
一
九
五
○
年
代
の
歩
み
』
（
一
九
九
二
年
）
や
前
掲
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
』
第
四
巻
な
ど
を
参
照
。
そ
の
後
、
大
分
で
は
県
労
評
の
呼
び
か
け
で
「
沖
縄
問
題
解
決
促
進
準
備
会
」
が
結
成
さ
れ
、
七
月
六
日
、
「
全
県
的
な
国
民
運
動
の
推
進
機
関
と
し
て
」
、
県
労
評
、
沖
縄
県
人
会
、
青
年
団
、
学
生
自
治
会
の
四
者
に
よ
る
「
大
分
県
沖
縄
問
題
国
民
運
動
実
行
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
た
（
『
大
分
合
同
新
聞
』
七
月
六
日
夕
刊
）
。
前
掲
『
戦
後
資
料
沖
縄
』
、
二
二
五
頁
。
前掲「沖縄戦後史』、八○頁。
軍
用
地
問
題
に
対
す
る
本
土
側
の
「
民
族
的
共
感
」
に
つ
い
て
、
中
野
好
夫
・
新
崎
盛
暉
『
沖
縄
問
題
二
十
年
』
（
岩
波
書
店
、
’
九
六
五
年
）
は
、
「
民
衆
の
な
か
に
は
、
沖
縄
の
過
去
（
戦
争
）
↓
現
状
（
軍
事
占
領
ま
た
は
異
民
族
支
配
）
↓
未
来
（
平
和
）
と
い
う
歴
史
的
流
れ
に
対
す
る
認
識
が
あ
っ
た
し
、
沖
縄
問
題
を
民
族
的
連
帯
と
民
族
的
責
任
に
お
い
て
平
和
の
方
向
へ
向
け
て
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
民
族
意
識
が
あ
っ
た
」
と
し
（
九
一
１
九
二
頁
）
、
渡
辺
昭
夫
『
戦
後
日
本
の
政
治
と
外
交
ｌ
沖
縄問題をめぐる政治過程』（福村出版、’九七○年）は、「沖縄住民の問題に対して最も強い関心を抱くのは、
同胞としての日本国民自身にほかならないことから考えれば、当然の事態の発展であった」と述べている（二
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三
三
頁
）
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
本
土
側
の
「
民
族
的
共
感
」
を
自
明
視
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
可
能
に
さ
せ
た
地
盤
や
背
景
を
探
る
こ
と
に
注
力
し
た
い
。
（
卯
）
こ
れ
は
北
海
道
新
聞
社
が
加
盟
す
る
新
聞
世
論
調
査
連
盟
が
七
月
一
一
日
か
ら
一
四
日
に
行
っ
た
調
査
で
、
全
国
の
満
二
十
歳
以
上
の
男
女
か
ら
無
作
為
に
一
一
一
、
○
○
○
名
を
抽
出
決
定
し
、
調
査
員
が
面
接
調
査
を
行
っ
た
。
有
効
調
査
数
は
一
一
、
四
九
九
（
Ⅲ
）
質
問
は
、
「
沖
縄
の
土
地
問
題
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
鳩
山
内
閣
が
も
っ
と
強
く
交
渉
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
あ
ま
り
強
く
ア
メ
リ
カ
に
こ
の
問
題
で
当
る
の
は
う
ま
く
な
い
と
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
」
と
い
う
も
の
で
、
「
も
っ
と
強
く
交
渉
す
べ
き
だ
」
が
五
六
・
七
％
、
「
あ
ま
り
強
く
当
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
」
が
七
・
一
八
％
、
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
が
一
四
・
八
％
、
「
沖
縄
問
題
は
知
ら
な
い
」
が
二
○
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
沖
縄
問
題
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
七
九
・
三
％
を
母
集
団
と
し
た
場
合
、
そ
の
う
ち
の
七
割
以
上
が
「
も
っ
と
強
く
交
渉
す
べ
き
だ
」
と
答
え
た
こ
と
に
な
る
。
（
犯
）
こ
の
質
問
は
、
「
国
土
の
問
題
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
よ
う
で
す
が
、
と
も
か
く
沖
縄
に
は
米
軍
の
基
地
が
あ
る
わ
け
で
す
。
あ
な
た
は
い
ま
の
状
況
で
は
こ
れ
は
当
然
な
こ
と
だ
と
か
、
ま
た
は
や
む
を
え
な
い
こ
と
だ
と
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
基
地
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
」
と
い
う
も
の
で
、
結
果
は
、
「
当
然
」
が
二
・
三％、「やむをえない」が一一一四・八％、「いけないことだ」が一一一九・一一一％、「わからない」が一一一一一・六％とな
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
沖
縄
の
米
軍
基
地
に
つ
い
て
“
や
む
を
え
な
い
“
と
い
う
声
は
男
の
四
十
年
代
に
多
く
、
自
民
党
を
支
持
す
る
人
」
、
「
い
け
な
い
こ
と
だ
と
強
く
主
張
す
る
人
は
男
の
二
十
年
代
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
」
こ
と
か
ら
沖
縄
の
米
軍
で
あ
っ
た
。
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基
地
へ
の
反
対
を
明
確
に
し
て
い
た
の
は
主
と
し
て
青
年
層
だ
っ
た
。
（
羽
）
戦
時
中
の
本
土
紙
の
沖
縄
戦
報
道
に
つ
い
て
は
、
保
坂
廣
志
「
沖
縄
戦
報
道
と
沖
縄
メ
デ
ィ
ア
の
平
和
意
識
」
石
原
昌
家
ほ
か
編
『
沖
縄
を
平
和
学
す
る
！
』
法
律
文
化
社
、
二
○
○
○
年
、
な
ど
を
参
照
。
（
別
）
映
画
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
福
間
良
明
。
反
戦
」
の
メ
デ
ィ
ア
史
ｌ
戦
後
日
本
に
お
け
る
世
論
と
輿
論
の拮抗』（世界思想社、一一○○六年）、第三章「『沖縄戦』を語る欲望の交錯ｌ『ひめゆりの塔』」を参照。
（
羽
）
沖
縄
問
題
に
つ
い
て
、
外
務
省
は
米
国
が
施
政
権
を
も
つ
た
め
外
交
交
渉
は
で
き
な
い
と
し
て
い
た
が
、
法
務
省
は
一
九
五
六
年
六
月
二
八
日
、
沖
縄
住
民
は
依
然
と
し
て
日
本
国
民
で
あ
り
在
外
国
民
に
対
す
る
保
護
権
を
有
す
る
と
の
見
解
を
打
ち
出
し
た
。
政
府
は
法
的
解
釈
を
統
一
す
る
た
め
、
六
月
一
一
一
○
日
に
関
係
当
局
の
連
絡
会
議
を
開
い
た
が
結
論
が
出
ず
、
七
月
二
日
の
第
二
回
会
合
に
お
い
て
、
法
的
解
釈
に
は
触
れ
な
い
ま
ま
沖
縄
住
民
の
要
望
実
現
の
た
め
の
対
米
折
衝
を
続
け
る
と
の
方
針
で
（
坊
）
和
田
進
『
戦
後
日
本
の
平
和
意
識
ｌ
暮
ら
し
の
中
の
憲
法
』
青
木
書
店
、
’
九
九
七
年
。
（
幻
）
日
本
平
和
委
員
会
『
平
和
運
動
二
○
年
資
料
集
』
大
月
書
店
、
一
九
六
九
年
、
三
四
六
頁
。
「
沖
縄
問
題
の
平
和
解
決
に
関
す
る
決
議
」
は
、
「
日
本
国
内
に
お
け
る
原
水
爆
基
地
の
拡
大
と
プ
ラ
イ
ス
勧
告
と
に
反
対
し
、
沖
縄
県
民
の
人
権
が
擁
護
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
要
求
を
支
持
し
、
こ
の
問
題
が
武
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
対
等
の
立
場
で
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
（邪）同右、三四一一頁。
｜致した。
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（別）戸口へ／■、〆■、３４３３３２ 
，．ン、－〆、．＝
グー、／￣、
３０２９ 
、－〆、-〆
／￣、グー、グー、／￣、
３８３７３６３５ 
、-〆、－〆、－〆、＝〆
前
掲
「
戦
後
資
料
沖
縄
』
、
二
二
四
‐
’
’
二
五
頁
。
和
田
の
前
掲
害
の
ほ
か
に
、
森
下
徹
「
戦
後
日
本
国
民
の
平
和
意
識
の
展
開
’
一
九
五
○
年
代
を
中
心
に
ｌ
」
『
歴
史
評
論
』
第
五
五
三
号
、
一
九
九
六
年
五
月
な
ど
。
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
と
沖
縄
の
基
地
化
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
古
関
彰
一
．
平
和
国
家
」
日
本
の
再
検
討
』
岩
波
書
店
、
一一○○二年、’七‐’’○頁、明田川融『沖縄基地問題の歴史ｌ非武の島、戦の島』みすず書房、二○○八年、
一
○
七
‐
二
四
頁
を
参
照
。
前
掲
『
沖
縄
基
地
問
題
の
歴
史
』
一
七
一
頁
。
『
総
評
』
第
三
○
四
号
、
’
九
五
六
年
七
月
六
日
。
『
総
評
』
第
三
一
四
号
、
一
九
五
六
年
九
月
一
四
日
。
こ
こ
で
は
、
①
沖
縄
県
民
の
四
原
則
貫
徹
の
要
求
を
支
持
、
プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
絶
対
反
対
す
る
、
②
沖
縄
の
施
政
権
を
全
面
的
に
日
本
に
返
還
す
る
よ
う
要
求
す
る
、
③
一
切
の
軍
事
基
地
拡
張
計
画
に
反
対
、
④
特
に
砂
川
基
地
拡
張
に
対
し
て
は
、
、
都
収
用
委
員
会
が
土
地
収
用
の
た
め
調
達
庁
か
ら
出
さ
れ
た
裁
決
申
請
を
却
下
す
る
よ
う
要
請
す
る
、
の
四
点
が
決
議
さ
れ
て
い
る
。
『総評』第一一一一六・三一七合併号、’九五六年一○月五日。
前
掲
『
沖
縄
基
地
問
題
の
歴
史
』
、
’
七
一
頁
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
植
村
秀
樹
『
再
軍
備
と
五
五
年
体
制
』
木
鐸
社
、
一
九
九
五
年
な
ど
を
参
照
。
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／＝、〆■、
４０３９ 
、‐〆、－プ
二
○
○
六
年
。
こ
れ
と
反
比
例
し
て
、
一
九
五
四
年
六
月
末
に
約
一
八
万
人
で
あ
っ
た
本
土
の
在
日
米
軍
の
兵
力
は
、
六
○
年
九
月
に
は
四
万
六
千
人
に
ま
で
縮
小
し
て
い
た
（
同
）
。
『
月
刊
総
評
』
第
一
○
号
、
’
九
五
七
年
一
一
月
。
前掲『沖縄返還をめぐる政治と外交』、一八四‐’八六頁。
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